
















































遺跡 洞窟 その他平織斜文織｜畝織 斜子織 綴織パイル職 刺しゅう 紐ゴサ耳
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a平織 b斜文織 c畝織 ｡斜子織
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(．交本 ﾌｪ， よ よ蛍 上④ ］ ミ にＬ
矛木り力 ■フ） ｈ｢ﾉ Ｆ 刀
ｂオ オ ）と（ａ）,（ｂ'ﾉ,（ｃ'),（ｄ'）と
んど差がないが．見かけの太
と し二 ま 刀と 。。=
ば変わらない。獣毛織物なので，撚り数，見かけの太さ共に平織物の織糸とはほと士'三 太し 力 左さ 、,） ナ1m￣/」 ￣
例外的に太い糸が平織物に較べて少ない《ウ 太 なさで 刀 ．、里







_ル出土獣毛織物の中にはわずか３点斜子織物が十 ｗ巴 あア 夕 八７ｺマ ） `ＤＣ
紋様にしたがって折り返し，また色糸t染めの色糸のよこ糸で平織に織り、 まFｆ綴織物は図１－１０に示すように．図 糸 上Ｐ平Ｌ







































































を変えながら織って行く。 図１－１０ lよその構成の概要を示している。夢 ）FＬ つ し
角たて糸よこ糸共に単糸の場合が多く，士[二て 糸 公、） 図’ 1-11(ａﾉにはたて糸が双上ま 糸て 騨瀞鰯
の場合があり，上撚りを示しているため撚り数が小さい。たて糸が場 あ し 母刀
単糸の場合はよこ△田 糸 よ りたて糸の撚1,が大きい傾向である⑪撚 犬り 力 見 )け刀 §
太 さ､太さは0.25inmから0.80hm､､範囲のものが殆どで。力 も 殆力 図1-11(a')のＣ丘で丘と」
千千ｍ一太'よ太い織糸のものもいく糸 ） らか見られている。 糸密度は他の織物に比ま｡ ＬＬ





ク ▽ iも 方 向｣三 'よ大きし ア いｃＰｕ ’
Ｚ １－’
【/Z／ ノ
タール洞窟から出土したパイル織物の組織Ｈ (パイルの結び）６ 少アル. ハ勺












































































































































































































分結びとこのいずれにも属さない両面パイルでこの区 からＡ，Ｂ，Ｃで示した。パイル糸のイ Ａ十 ｈ ざ 力 糸 本イと 数 地組織の種iｆ 類｣、
(平織と畝織),地組織の段数などはそれぞれ異なる。そ る１） Ｌ
表1-2にはパイ ルの出土状況を結び組織別に示したが出』』 (結び組織が確認できたものだけを示している)、土 丘（ き tｊ 揮 ＡＦｆとＣ〔 で て汀（
丘には殆ど同一組織のものが出土している｡図1-12(A-1）と（B-2）の型のパイルが数多く出ている。
Ｇその他
殆 出も !Ⅱる とて ノＬジ
そ





綴 に２組織が連結または共Ⅱし ■■■ｎに■ し iも ユ■ま １－－）フ Ｌ
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Ｃ１６ １ ２ １ １ １
Ｃ１７ 1 ワ
小計 ２６ １ １ １1８ 2］
総計５０
Ａよこ糸による耳
一般の織物の耳は整経したたて糸に， よこ方向を直角方向に通（ こて糸と上下交錯しながら織り込み， 端の
たて糸の所で， よこ糸を折り返すために耳が構成される。 現代の織物の耳はほんの－部 毛織物では耳部分のた














たて糸仕末の耳がわずか残っ ていたために織物遺物の長さ方向の大きさがわか った例もあるので (例えば
N0203)，このたて糸仕末の耳づくりは，織物の調査。研究上，貴重なものと言える（












































































































































































































いる。しかし，いずれも小片のための， モチーフが定か でないものも見られるが表1-3にその種類を示した。 紋

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































欄 縞ボーダー10 ＲｑＲｄ [Ｏ～Ｉ４
Ｉ ～２５ 階段文`横ボーダー1７ ８１２０１６０
■ 2０
丁松文ボーダー１０(３］ 12(４）８９１７２ IＴ 両面パイル
P形丈’1012１１２ロ Ｉ'■
彼 頑丈８ 4０４８１１９２０凶 ０．１～0.2
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1１１ｍＴ７８１Ｃｌｌ４ ｎ尺 『
Ｌ４２ 2斜文８ Ⅱ
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Ｌ１１５ 5０１（９）Ｒ Ｌ］
し120 ｡ l斜文
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2331：｝ ⑫４(） カーブした縞（パ） ｎｍパイル⑪、 ⑩⑳
帽子の耳当て2８９１Ｃ 2８１⑰ 0－１４８
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ペズィルノ 前５世紀Ａｌｌ２ 3601 l～４
ペシャダール 前６世紀Ｂ１１０～１２ ID｜⑪ 可'１４０ 7000





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































三・）ぞ）堅生》糸 』因 」 UiI １」 ／｣ ／臆』 ｌＬ 罰’１
(昨Ｉ().51.02.()3」)４１)５.(］
みかけの糸の/ｋさ（、】
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＝１ 一一一・）ぞ｝劃詑鈩鑑 正拙l可芙4劃Ｅｌｌ ｌ－ＬＨ辰 111 ,ＩⅡ 、２１ ﾉ川生 主米 府米● 、
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蕊11M:Ｌ［1 Ⅱルー－ 、表笄i==＝ ］1 、1１１、ｋ
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みかけの糸の太さ（m､）
0.10.2().3【).40Ⅶ511)2.03.04.05.(］
みかけの糸の太さ（ｍ、）
図Ｉ－１０２Ｃ－１６洞窟木綿織物と
麻織物（－点線）（・－）経糸緯糸
図Ｉ－１０３Ｃ－１７洞窟木綿織物（・－）
経糸緯糸
